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  The phosphorus metabolism of the prostatic fluid was studied with the aid of  32P as a 

radioactive tracer, especially regarding to the hormonal influence on it as well as the 

the amount of secretion. 

   1)  32P uptake of total P and acid soluble P reached their maximum level in six 

hours. On the other hand, the specific radioactivity and turn-over rate of lipid P and 

nucleic acid P showed their maximum level in 24 hours after a gradual rise. 

   2) Androgen promoted  3213 uptake of each fraction and produced the high level of 
specific radioactivity of lipid P. 

   3) Estrogen decreased the secretory amount of the prostatic fluid but did not no-
ticeabley suppressed  32P uptake. 

   4) ACTH and gonadotropic hormone increased the secretory amount. 

   5) Adrenocortical hormone gave no influence on the amount of fluid but slightly 
activated  32P uptake. 

   6) Excretion of intravenously administered  32P showed a ratio of 1 : 4 in feces and 

urine, therefore, most part of it was eliminated from urine. Methylandrostenediol or 

androgen administration caused some tendency of 32P accumulation.

緒'言

生体に於ける腺分泌機構は大脳生理,平 滑筋

生理と並び未開拓 の領域である.1923年Heve-

syに より放射性同位元素を用いて生体系の物

質の動的状態をうかがうことを試みた研究は之

等の領域にも取入れ られ,分 泌機構も次第に解

明せられて来ているP2)

男性附属性器である精嚢,前 立腺はホルモン

依存性の器官 として知られているが特に前立腺

は外分泌腺として,又 その酸 フオスフアターゼ

に関する態度は特異的で近時各方面より研究の

対象となつている.

前立腺分泌液についてはHuggins3)が 犬を

用いて尿路を変更 し経尿道的にその 分 泌 液 を

採取 し,実 験に供 して幾多の業績を残 して い

る4)5).

泌尿器系統諸臓器の燐代謝につい て は 宮 崎

他6)が 基礎的な実験を行つているが前立腺分泌
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液に関する燐代謝の報告は未だ接していない.

著者はHugginsdogを 用いて放射性同元素
32Pを 追跡子 とし,各 種ホルモソ影響下に於け

る前立腺の反応態度をその分泌液か ら燐代謝を

追求し検討したので藪に報告する次第である.

第1章 実験材料及び実験方法

第 ユ節 実 験 材料

1.実 験 動物:体 重9～15kgの 雄 性 成 熟犬 を使 用

した.

2.使 用 ホル モ ソ剤:男 性 ホ ル モ ン と してEnarm-

on水 性 懸濁 液,EnarmonDepot,女 性 ホル モ ンは

Hexron,下 垂 体,副 腎 ホル モ ン と してACTH,Cor-

tisone,及 び 血 清性 々腺刺 激 ホル モ ン のSerotropin,

蛋 白 同化 ホ ルモ ソ としてMegabion(以 上 帝臓)を 夫

々背 部皮 下 に注 射 した.

3.放 射 性燐=放 射 性第2燐 酸 ソー ダ溶 液 を0,1N

苛 性 ソー ダ液でpH7.0に 補 正 し,用 に 臨み 生 理 的食

塩 水 で所 要濃 度 に 稀釈 使 用 した.

4.放 射 能測 定 器 具 ・ 計数 器 は神 戸 工 業製 のGei-

ger-MUIIer測 定 器 で,試 料皿 はEA32型 を 用 い た.

尚燐 定 量 に はColemanjunior光 電 比 色 計 を用 い

た.

第2節 実験方法

1.前 立腺痩作製:麻 酔はラボナールで行い,開 腹

後膀胱を露出し膀胱頸部で膀胱に接近して切離 し両断

端を絹糸で縫合す る.一 方金属カニユーレを膀胱前壁

に固定し先端を創外に出してここより尿を流出させる

様にし前立腺分泌液は経尿道的に採取する方法を取つ

た.

2.去 勢方法:同 様ラボナール麻酔下両側睾丸を摘

除した.

3.実 験動物に各種ホルモンを後述の如く投与後12

時間して32Pを80uc/kgを 静注した.

4.前 立腺液採取:32P投 与後3,6,12,24,48時

間で塩酸ピロカルピンlmgを 静注し60分 間の分泌液

を特製容器に採取し測定に供した.

5.各 燐分屑分割法=被 験液を薩ちに10N硫 酸 と

30%過 酸化水素水を加えて湿性灰化し,総 燐の測定に

用いた.次 いで被検液1～3ccを 氷 冷10gm/dlTri。

C1酷 酸液の4容 にて充分振盈混和する,之 を無灰濟

紙で炉過し,そ の游液を湿性灰化し,酸 可溶性燐の測

定に供した.又 被検液をエーテル,ア ルコール混合液

(1=3)で 浸出し,之 を游過し,そ の炉液を湿性灰

化しリポイド燐の測定に供する.こ の残渣を蒸溜水で

よく洗い10gm/dlTri--Cl酷 酸 を加えて遠沈し上澄

を捨て,更 に3回 夫 々5%Tri-Cユ 酷酸を加えてgo℃

温槽で15分 間加熱して遠沈し,上 澄を総べて集めて残

余燐(蛋 白燐+核 酸燐)の 測定に供した。

6.燐 定量法=上 述の如 くして得た総燐 酸可 溶性

燐,リ ポイ ド燐,残 余燐の各分屑につきGomoriG法

に より比色定量した7,.

7.32P放 射能測定法:試 料は燐酸マグネシァァソ

モン法 として菊地法8)を用い,1試 料 と計数管窓との距

離はlcmと した.

8.1cc1分 間のカウン ト数を摂取量 とし比放射能

(Specificactivity)を ま,

各分屑1cc当 りの32Pカ ウン ト数

各 分 屑1cc当 りの31P(1ng)量

とし又 交替 率(Turn-overRate)は

簾 鵬 §会・… として算肌 た・

9.ホ ル モ ン使 用 量 及 び 使 用 方 法

1.正 常犬

1)32P静 脈 注 射 に よ る前 立 腺分 泌液 中 の時間 的分

布.

2)男 性 ホル モ ン 投 与群.

Enarmon10mg7日 間 連 続 投 与

3)蛋 白 同化 ホル モン投 与 群

MethylAndrostenedio110mg10日 間投 与

4)男 女 ホル モ ン 混 合投 与 群(各7日 間)

Enarmon10mg十HexronO.5mg(20:1)

Enarmon10mg十Hexro112.emg(5:1)

5)下 垂 体,副 腎 ホル モ ン投 与 群

ACTH

Serotropin

Cortisone

Cortisone

丑.去 勢 犬

1)

401U

1,000単 位

25mg

25mg

3園 分注

3回 分注

7日 間連続投与

30日 間連続投与

男性 ホ ル モ ン投 与 群

EnarmonDepot100mg術 直 後 投 与

Enarmon10mg7日 間 除 聖 後3日 目投 与

Enarmon10mg7日 間 除 睾 後10日 目投 与

2)混 合 ホ ル モ ン とし てBothermonDepotを,

又 男 女 ホ ル モ ン混 合 比(20:1),(5:1)を 夫 々

7日 間,術 後1週 間 目よ り投 与 した.

第2章 実 験

第1節 燐 量(31P+32P)に 及ぼ す 影 響

第1表 ～第9表 に 示 す 如 くEnarmon,Hexron(5

:1)混 合 投 与 群(表5)とCortisone25mg30日

投与 群(表7)は 対 照 群 に 比 し幾 分 低 値 を 示 し,個 体
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第1表 対 照 群
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湯 瀦 燐 分 劃 燐 量(mg)平 均値
カ ウン ト数/

分/cc 平均値 比放射能 交 替 率

酸可溶性 リソ

リポイドリソ

3時間 残 余 リ ン

無 機 リ ソ

総 リ ン

0.065・'・O.080

0。0120'・0.Ol8

0,020'"0.026

0.039…0.070

0.145● ・'0.183

0.075305。 ●。365

0.01645'"55

0.0220'・ ・5

0。056180●"265

0.169370・'・423

328

51

230

398

4373106.5

3188ク7.6

4107

2355

酸可溶性 リン

リポイドリソ

6時間 残,余 リ ン

無 機 リ ン

総 リ ン

0.082。 ・・0.088

0.018'。 つ.024

0.026'● ・0.036

0.058・"0.065

0.170"・0。191

0.086323…382

0.02248'。 ●58

0。03212.鱒15

0.061235."271

0.183410・ ・。428

352

50

258

421

4093

2273

4230

2361

96.8

53。7

酸可溶性 リン

リポイドリソ

12時間 残 余 リ ン

無 機 リ ン

総 リ ン

0.075'・'0.092

0.OlO● ・・0.026

0.Ol6.'・0.028

0.056'・ ・0.062

0.172…0.179

O.088235.・ ・281

0.01846…60

0.02635。"57

0,05998…170

0.175310鱒 ・328

256

53

48

134

324

2909128.1

2944129.6

184681。3

2271

1851

酸可溶性 リン

リポイドリン

24時 間 残 余 リ ソ

無 機 リ ン

総 リ ン

O.082"●0,090

0.OI2陰"0.016

0.024'・ 。0.030

0.044鱒 ・0.056

0.161…0.78

0.08692・ ・●Il3

0.OI478。'・105

0.02854・ ・。86

0.05259・'●96

C.168191…215

102

95

77

88

20

311870.1

6786401.1

2750156.7

1692

1208

酸可溶性 リン 0.078・"0.085 0,082 85…99 91 1098 63.1

リポ イ ド リン 0.012…0.018 O,016 68…84 75 4688 269.6

48時 間 残 余 リ ン 0.036…0.040 O,038 60…79 68 1789 102.9

無 機 リ ン 0,042・'・0.049 0,046 75"●86 80 1739

総 リ ソ 0,175…0.184 0,179 138'● ●175 163 911

第2表M.A,D.投 与 群

深縮 燐 分 劃

3時間

酸可溶性 リソ

リポイドリン

残 余 リ ン

総 リ ン

燐 量(mg)

1

0.072'・ ・0.077

0.023"・O.026

0.033・ ・'O.(ン12

平 均 値

0.024

0.075

0.038

0.137

カウン ト数/分/cc

522'"563

79…92

5'鱒12

593。'●615

平均値

548

87

602

比放射能

7306

3625

4394
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6時間

12時 間

24時 間

48時 間

酸可溶性 リソ

リポイドリン

残 余 リ ソ

総 リ ン

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ ン

総 リ ソ

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リy

総 リ ン

酸可溶性 リソ

リポイドリソ

残 余 リ ン

総 リ ン

0.080'・ 。0。088

0.019'・ 。0.024

0,033● 。・0量038

0.083● 韓0.102

0.Ol2・ ●・O.017

0.036'。.O,045

O.068・'●0.074

0。019●"0.C24

0.034'"0,038

0,085・ 。'0.092

0.031'"O.038

0.030'● 。0.035

0.086

0。021

0。036

0,143

0.090

0。015

0.041

0.146

O.072

0.022

0.036

0.139

0。087

0。035

0.032

0.154

607'"645

52●●'57

48…60

772"●795

339'"371

68…91

50…88

496・ ●●554

403…426

115鱒 ・138

55'。 。78

457'鱒475

134…172

ヴ8…115

85'"113

286● 鱒314

624

54

55

783

351

77

64

528

412

130

60

463

149

108

100

301

7257

2571

1528

5476

3900

5133

1561

3616

5722

6000

1667

3562

1713

3086

3125

1955

第3表 エナルモン投与群

謝縮 燐 分 劃 燐 量(mg)

3時間

6時間

12時 間

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ ン

総 リ ン

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ ン

総 リ ン

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ ン

総 リ ン

0,082● ●●0.090

0.014…O.019

0.032"。0.038

0.083・ ・'0,086

0.0工7…0.025

0.034卿"0.041

0.086。 ・・0,089

0.012●'。0.Ol?

0,034"●O。039

平 均 値

0.086

0.017

0.036

0.139

O.084

0。022

0。038

0.144

0.088

0。015

0.037

0.138

カ ウン ト数/分/cc

395'。 ・472

172'・ ・223

35…77

480●'。532

575・ ●'621

215陰 。・363

105巳'。115

828'軸 王057

432● ・・545

193…283

81。 。●110

798…924

平均値

448

196

67

512

591

248

109

914

513

250

95

842

比放射能

5209

11588

1861

3683

7136

11270

2868

6347

5830

16670

2714

6101
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酸可溶性 リン

リポイドリソ
24時間

残 余 リ ン

総 リ ソ

0.070曾 。・0.075

0.017。'・0.020

0.033噂 ・'0。038

0.072

0.OI8

0.036

0.126

311"●377

232● 睡260

96●"120

548"。613

350

248

110

589

4861

13780

3056

4675

酸可溶性 リン 0.088…0.092 0,090 279'●'333 306 3400

48時間
リポ イ ド リン 0.OI6…0.020 0,018 201●"265 225 1250

残 余 リ ソ 0.035鱒 。0.038 0,037 101・.●130 122 3297

総 リ ソ 0,145 476…544 502 3462

第4表 エ ナ ル モ ン ヘ キ ス ロン(20:1)混 合 投 与 群

騨 蕎 燐 分 劃 燐 量(mg)平 均 値 カウソ ト数/分/cc平 均値 比放射能

酸可溶性 リン

リポイドリソ
3時間

残 余 リ ン

総 リ ン

0.089"画0.095

0.019"◎0。022

0.024●'●0.030

0,093

0.021

0.028

0.142

332'"365

87'●'105

8…16

411'● 虚508

356

99

425

3728

4714

2993

酸可溶性 リン

リポイドリン
6時間

残 余 リ ソ

総 リ ソ

0.084●'・0.088

0。016鱒 ・0.020

0.033"●O.038

0.086

0.Olg

O.036

0.141

489.'●552

108'・ 。160

12…19

653'畳 ●702

529

145

688

6151

7632

4879

酸可溶性 リソ

リポイドリン
12時間

残 余 リ ン

総 リ ン

0.088・ ■。0.096

0.015'● ●0.019

0.022"。0.028

0.091

0.017

0.025

0.133

460…482

103'。 ●135

35'・ 。64

494"。524

470

121

51

508

5165

7118

2040

3820

酸可溶性 リソ

リポイドリン
24時 間

残 余 リ ン

総 リ ン

0.085'・ ・0.092

0.0工9'"O.024

0.035畳"0.042

O.088

0.022

0.039

0,149

278匿"316

138'●'168

72…92

457."508

302

150

84

474

3432

6818

2154

3181

酸可溶性 リン 0.084'● つ,089 0,087 185…218 205 2356

リポ イ ド リソ 0.015'● ●0,Ol9 0,Ol7 105'● ●138 123 7233

48時 間

残 余 リ ソ 0.033…0.036 0,034 68…105 89 2618

総 リ ン 0,138 332・ ・●372 349 2529



912 大野一前立腺分泌液に関する研究

第5表 エナルモソ.ヘ キスロソ(5:1)混 合投与群

32P注 後

の 期 間

3時間

6時間

12時 間

24時間

48時 間

燐 分 劃

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ ソ

総 リ ン

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ ン

総 リ ソ

酸可溶性 リソ

リポイドリン

残 余 リ ソ

総 リ ン

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ ン

総 リ ン

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ ン

総 リ ン

燐 量(mg)

0.058鱒'0●063

0。031'● ●0.035

0.017'●'C.020

C.056鱒'0。063

0,026'"0,033

0.022"●0。024

0.052●"O.057

0.0159鱒0.021

0.020'・ つ.024

O.065"D。067

0.OI8●"0.021

0.028"●0.031

0.059".0.064

0.012'。 。0.017

0.022'。'0.035

平 均 値

0.060

0,033

0.018

0.111

0.058

0.034

0.023

0.115

0.054

0。Ol8

0.022

0.094

0.066

0.019

0。030

0.105

0,062

0.014

0.028

0.104

カ ウ ソ ト数/分/cc
Iノ

275'。 ●350

5…8

4…11

330"●370

305'-366

40'●'65

57…71

394"●450

290。 ●●245

63鱒'80

40'"55

440'叫493

195'・ 。250

108'巳'128

80・"135

255"●284

130齢'●151

53。軸96

78…160

190'"208

平均値

303

348

比放射能

5050

3135

326

50

62

422

228

73

51

479

229

!78

95

273

147

88

110

799

5620

1470

2696

3702

4222

4056

2318

5011

3470

6211

4167

2600

2371

6286

4643

7913

第6表 コ ーチ ゾ ン25mg7日 投 与 群

32P注 後

の 時 間

3時間

6時間

燐 分 劃

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ ソ

総 リ ン

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ ン

総 リ ソ

燐 量(mg)

0.063'。'0.066

0.OI4●"0.028

0.028'。'0.034

0.076"●0.080

0.010● ●'0.Ol3

0.030'● ●0.039

平 均 値

O.064

0.022

0.032

0,128

0.078

0。0工2

0.036

0,126

カ ウン ト数/分/cc

280●"372

8…12

6…15

388・ ●'435

4920軸530

32。'●94

40'。'54

680・"812

平均値

354

430

510

62

48

738

比放射能

5531

6563

6538

5工66

1333

5857
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12時 間

24時間

48時 間

酸可溶性 リン

リポイドリソ

残 余 リ ン

総 リ ン

酸可溶性 リン

リポイドリソ

残 余 リ ン

総 リ ン

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ ン

総 リ ン

O.085。"0.089

0.014●"0.020

0。026'● ●0.031

0.087

0.018

0.028

0.127

442鱒 ・497

68・ ●・125

35'● ・79

537'●'597

0.068'"0.075

0。015'"0.018

0.033"・O.036

0.085'"O.088

0.Ol7'。 ・O.030

0.025'"0.034

0.072

0.016

0.035

0.123

0.086

0.024

0.030

0.KO

323●'璽372

138'●'185

74…92

483へ"532

152鱒 、205

99・'・165

49…98

345● ●●392

475

99

60

568

352

164

80

511

187

143

74

375

5460

5500

2143

4472

4889

1025

2286

4154

2174

5958

2467

2679

第7表 コ・…一チ ゾ ン25mg30日 投 与 群

s2P注 後

の 時 間

3時間

6時間

12時 間

24時 間

燐 分 劃

酸可溶性 リン

リポイ ドリソ

残 余 リ ソ

総 リ ソ

酸可溶性 リン

リポイドリソ

残 余 リ ン

総 リ ソ

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ ン

総 リ ソ

酸可溶性 リン

リポイドリソ

残 余 リ ン

総 リ ン

燐 量(mg)

0.056'"0.067

trace

〃

0.082。 ●'0.088

0.068'"0.075

0,015'。'0.020

0.020。'。0.030

0,059'●'O.067

0.010'"0.016

0.015."0。023

0.052."0.065

0.010幽 ●●0.Ol1

0.036● ●●0.039

平 均 値

0.060

0.086

O.072

0.018

0。024

0.114

0.064

0.Ol4

0.020

0.098

0.058

0.010

0。036

0.106

カ ウソ ト数/分/cc

236'…257

8'"11

5噸。'15

288'鱒321

445●'。463

79鱒'108

11"●15

546'"592

244● 。。294

132"・171

50'・ 。65

413'"460

286●'。313

138●"177

45"。72

456"・484

平均値

245

304

450

99

578

273

150

54

448

296

151

50

475

比放射能

4083

3535

6250

5500

5076

4266

1071

2700

4571

5103

1588

1316

4567
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48時 間

酸可溶性 リン

リポイドリソ

残 余 リ ン

総 リ ソ

0.061'・ 。0.074

0。015鱒'0。030

0.Ol5".0.025

0。068

0.024

0,020

0。112

125'。 ・165

111'"136

51'。'121

215".248

146

122

75

238

2147

5083

3750

2125

第8表ACTH投 与 群

謝輔 燐 分 劃 燐 量(mg)平 均 値

酸可溶性 リン

リポイドリン
3時間

残 余 リ ン

総 リ ン

0.078'脚'0.082

0,015●"0.040

0.028陰"0.035

0.080

0.028

0.030

0.138

酸可溶性 リソ

リポイドリン
6時間

残 余 リ ン

総 リ ン

0.058'.'O.065

0`0工0'"O.016

0。Ol8鱒 。0.024

0.062

0.013

0.022

0.097

酸可溶性 リン

リポイドリン
12時間

残 余 リ ソ

総 リ ン

1
0.076・.●O.086

0.010'"0.011

0。022'"O,031

0.080

0.010

0.025

0.115

カウント数/分/cc

386・ ・。421

3…8

5…11

513'"544

428'"458

83'鱒105

13'.●15

605'● ●630

387'.'408

87'"101

56'鱒59

513冒"541

平均値 比放射能

401

521

5013

3775

446

96

624

7194

7385

6433

397

90

58

532

4963

9000

2320

4627

酸可溶性 リン

リポイドリン
24時 間

残 余 リ ソ

総 リ ン

0.071'。 。O.078

0.016"●0.024

0.Ol5●"0.021

0.075

0.020

0.017

0.112

112'●'136

94"●114

54."72

245●'0261

124

104

61

253

1653

5200

3588

2259

酸可溶性 リン 0.083・ ●・0,088 0,086 1%-1m 104 1209

48時 間
リポ イ ド リン 0.011"●0,013 o.0121106…120

」

1工3 9417

残 余 リ ン 0.021。 韓0.027 0,025 63…76 70 2800

総 リ ン 0,128

…

209'.'233 223 1742

F

z3P注 後

の 時 間

3時間

第9表Serotropin投 与 群

燐 分 劃

酸可溶性 リン

リポイドリン

残 余 リ γ

総 リ ン

燐 量(mg)

0.075鱒'0.080

0畢Ol60'.0.03工

0.026'"0.037

平 均 値

0.0ヲ8

0.024

0.03i

O.133

カウン ト数/分/cc

203'● 。228

418"●458

平均値

216

432

比放射能

2782

3248



大野一前立腺分泌液に関する研究 915

6時間

酸可溶性 リン

リポ イ ド リン

残 余 リ ソ

総 リ ン

0.068韓 。0.0ク7

0.010畳.'0.Ol5

0.028'"O.039

0.072

0.013

0.033

0.118

432'"456

48…85

66…79

481。 。曾551

445

68

75

512

6181

5231

2273

4339

12時 間

酸可溶性 リン

リポ イ ド リン

残 余 リ ン

総 リ ン

0.068"・O.083

0.022'"O。033

0.028・ ・●O.038

0.076

0.028

0.032

0.136

377…443

67'● ●81

42學 。・80

602曾 。・689

404

76

58

652

5316

2714

1813

4787

24時 間

酸可溶性 リン

リポ イ ド リン

残 余 リ ン

総 リ ン

0.079冒 曾'0.085

0,012'"0.024

0.018"・0.026

0.082

0.018

0。022

0.122

262'"345

88・韓134

65●"87

375'"446

290

116

79

405

3537

6444

3591

3320

酸可溶性 リン 0.068'● 。0,091 0,078 150鱒'223 192 2462

リポ イ ド リソ 0.016'○'0,026 0,022 101の 鱒138 120 5455

48時 間

残 余 リ ソ 0,024,● ●0,036 0,030 98…116 107 3567

総 リ ン 0,130 256…287 270 2077

1

により多少の動揺を見るが対照群と各種ホルモン投与

群との間には一定且有意の差を認めなかつた.

第2節32P摂 取量に及ぼす影響

前章に述べた方法によりカウント数を測定しcount

/min/ccを もつて摂i取量 とした結果は次の如くで あ

る.

1.対 照群

酸溶性燐は既に3時 間値に於て相当高値を示し6時

間値で総燐と共にピークを示した.以 後両者共漸減し

24時 間値と48時間値はほぼ等しく安定して来ているも

Count/min,/cc

32P

取

量400

200

'

!'1、 、、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、

無処置群

、

、
、
、

総 燐
一一ゐ一一 酸 可溶'性燐

リボ1ド 燐

残 余 燐

/
._軍_■ 一'一ρ1ρ 一 騨一 噂『 一一 一『 一一 一一

32P36

注射

12

第

24

1 図

48日 吉間



916

Count/min./cc

700
32P

取

量

500

300

100
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/"7.A.D.10m910日 賜

貼 君羊

3・P36ア22448鯛

注射

第2図

Count/'min./CC

∠∫noノ【ηフoρ10ノ η37日

投 与 群
900

800'、
、

400

/ハ ＼ ・一 一一 ・'口{、 一 一一 一一 一一..己.～200

32P3

注射

第 3 図

4θ

時間
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のと思われる.一一方 リポイ ド燐,残 余燐の24時 間値に

於ける摂取量は僅かながらも増加して来るのを 認 め

た.

2.蛋 自同化ホルモン投与群

(MethylandrostenedioiM.A.D.と 略す)

各時間毎3匹 の犬を実験に供した,

第 乞麟 こ示す如 く,姦 分屑共M.A.D.投 与群は対

917

照群に比し終始有意の窩値を示した。総燐,酸 溶性燐

共に6時 間値でピークを示し,酸 溶性燐は12時 間値が

一度急激に下降し,24時 間値より再び漸減した.リ ポ

イド燐は24時 間以後は平衡を保つていたが残余燐は尚

増加の傾向を示した.

3.男 性 ホルモン投与群

各時問毎3乃 至 嘆距の犬を使用した.

Cou!っt//η かフ.ノ/cc

3φ

撮

取

薫500

32P3

瀧 射

第

Et?ar/η0η ノOmgtHexronO.ffmg

(2ρ コ)?§

投 与 群

4

Oount/〃 　in.//cc

3『P

撮

至

2P36

注射

第

fffiarMon1伽9÷ 絶 ×rcn211}97懲

(5:1)投 与 君羊

5 図
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第3図 に示す如く,各 分屑共に男性ホルモン投与群

は対照群及び他のホルモソ投与群等に比して終始有意

の高値を示した.総 燐,酸 溶性燐共に6時 間前後でピ

ークに達し,又 リポイド燐,残 余燐も6時 間値で既に

最高値に近い値を示していた.各 分屑共24時 間以後は

平衡を保ちながらも尚相当な高値を示していた.

Count/min./cc

32P

橿1600

取

4。 男女ホルモン混合投与群

両群共各時間毎3匹 の犬を使用 した.

女性ホルモンの前立腺分泌液に及ぼす影響を検討す

る目的で夫々Enarmon10mg,HexronO.5mg及

2.Omgの(20:1),(51)を 投与した.即 ち混

合比(20:1)投 与群(図4)で は残余燐を除き対照

cortison25!η97日

投 与 群

ノー
31P36

注射

εooO6/opin.cc

12

第

24

6 図

48時 間

32P

取

量500

32P3

注 射

Coノ"tison25!ηg30日

授 与群

一 一 一'、 、、
_一 一 一

/"一 一 ロー 一一 一、 噂一 一一 一～._._.、

第 7 図
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震に琵し高鯵を示L,総 燐,酸 溶盤燐で嫁6時 翼嬉で

ピークを示し,リ ポイド燐はそれに近い値を示した ,

男性ホルモン投与群 と比較す ると摂敢量は各分屑共低

値を派すが両群の経時曲線はほぼ相似であつた.尚 残

余燐の3,6時 闘纏はBackgrOUEdと 有 意の差を認

めなかつた.

混舎比(5:1)群(図5)で は対照群に比して3

Count/min./cc

3㍗

撮600

取

919

時縫値ほ総燐,酸 可溶樵鱗共に低値を灘し6時 閣で総

燐値は殆んど等しくなつたが,そ の内容は酸溶性燐が

尚低値を示したに反し,残 余燐は鰐照群に比し稽高値

を示していた.以 後 も終始平衡を保ち48時 間後も漸増

の骸海にある.経 時蕪繊嫉寧ろM.A.D.投 与群に鍛通

つている.尚 混合投与両群を比較すれ ば総 燐,酸 溶

性燐32P及 び リポイド燐の摂取量は混合比20:1群 が

32P

注窮

第

月Cア 〃401.U.

8 図

Count〃min./cc

32P

撮

取

量ses

32P3

う主身重

第

5erotropin/000cr。

投 与群

9 図



920 大野一前立腺分泌液に関する研究

高値を示すに対し,残 余燐は5:1群 が稽高値を示し

た.

5.Ut一 チゾソ投与群.

c。rtlseneacetat。25mg連 続7鍛 与群t3eE投

与群の燐代謝を比較して見た.両 群沓時間毎2乃 至4

匹 の犬を使用した。

第6,7國 江示す麹 く.鰐 照群に比し爾群は餐分屑

共終始高値を示し,総 燐,酸 溶性燐は6時 間値に於て

ピークを示した.濁 群をk較 すると餐分矯32P摂 敵量

は12時 間迄は7H投 与群が高値を示し総燐,酸 溶性燐

は漸減するに対し,30日 投与群では24時 間値が12時 間

値より稽上昇した後襯減している.yポ イy燐 は7艮

投与群では24時 闊迄は徐々に増加し平衡を保つに対し

3帽 投与群では少し時期が畢く12時閤値より平衡を保

つている(表6,7).

6.ACTH投 与群

各時間毎3匹 の犬を使用した.

第8図 に示す如く,24時 間値迄は対照群に比し残余

燐を除き各分屑共一般に高値を示した.総 燐,酸 溶性

燐共に6時 間値がピータを添し,24時 問値は急激に低

下し以後平衡を保つている.リ ポイド燐は6時 間値,

残余燐は12時 間値がピークに近い値を示し,以 後両者

共平衡を保つている(表8)

7.血 清性々腺刺激ホルモソ投与群

Serotropin1,000Pt位 を3回 分注 した犬を各時聞毎

3匹 使驚した.

第9図 に示す如 く各分屑共,対 照群に比し終始有意

の嘉鰹を示もた.総 燐に於ては三2時閣饒でピークを承

し酸溶性燐のピ…クは6時 間値であつた.又 両者共48

時間値は尚相当蕩値を示していた,残 余燐,リ ポイド

燐きま6賄 …閥値 よ参24鐸寺悶{薩迄をま漸増 し,%時 閣以後きま

平衡を保つていた.

第3簾 姥放封能に及蔽す影響

第1節 で述べた如 く燐蚤はホルモン投与}L,kり 一定

且つ有意の差を認めていない 従つて32P摂 取量に影

響されて来る.威 績は籏1表 ～第9表 の如くである.

男女ホルモソ混合比(5=1)群 を除き,餐 群の分

屑別の比放射能は対照群に比 し高値を示している.一

般に総燐,酸 溶性燐の比放射能は32P摂i取 量と同じく

6時 間値で最高癒を示し以後漸減 しているが時問の推

移によつてもEnarmon,Serotropin,MAD投 与群

は他群より高値を示 していた.ジ ポイド燐の玩放射能

はEnarmon投 与群で特に著明な高値を示した.残 余

燐のそれは簸。A.D.投与群で泌時問以後その値は急激

に上昇していた.

第4節 前立腺分泌液の23P交 替率

封照群のみ無機燐を灘定した.従 つて繋照群の 鐙}》

交替率は酸溶性燐に於ては12時 間以後低下の傾向を示

第10表 正常雄性犬の各種ホルモソに依る3糟 誹潅量に及ぼす影響(投 与金量に対する%)

尿 艮 別

0…6時

6…12

12◆"隠24

24…36

36…48

48…72

合 計

尿

総排 泄量

Contr,

UF

5.08

5.12

4.41 0.86

MAD

円F
2.10

4.75 0.90

Enar〕rn.

O篇

給 懲 霧

L33

0.91

O.87

L38

1.14

0.ク7

3.26

L75

0.80

O.45

uIF

2.08

5.04 LO3

iO .92i3.88・1.21

o.802.51

0,650.75

O.330。46

、'7●721`・1『'3・'1[3・40

14.72

G.90

0.68

0.47

10:2,34

2L87

体 内蓄 積 量178.13

}

工0:2.59

工6.51

83.49

4.29

10=2.91

19.01

80.99

E.10mg

Hexr◎n

o.5mg

・例

E.10mg

翼.2mg

2.56

5.23

3.60

盤1盤
、_.z～ 塑13・d・y

UFU

0.95

4.64

5.89

4.32

6.21

F1u

O.96

3.38

4.51

F

L21 5.08 2.18 2・451L35

王.842うC8'

0.97

ACTH

40丁 慧

3.3玉

1.08

O.51

16.29

u

王.三8

O.ク6

0,39

2.給

O.88

0.81

L20

○.87

O.79

2.010.84

0.900,60

i4
.89・O.981

4.42

5.03
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した.之 に反 しリポイド燐,残 余燐は24時 間値 より急

激に充進していた.そ して常に リポイド燐の方が高値

を示していた(表1)

第5節32P排 泄に及ぼす影響

各種ホルモン投与により32P排 泄量に及ぼす影響を

知る目的で,各 種ホルモンを投与した犬3匹 宛用いて

72時間後迄その尿尿を採取し尿尿中の放射能を測定し

た,尿 は特殊容器を膀胱痩にとりつけ,尿 は特製飼養

箱に入れて採取した.測 定実験に用いた32Pの 規準稀

釈液の放射能を測定しそれと試料 との放射能を比較し

て投与量に対する百分率を求めた.成 績は第10表 に示

す如くである.

対照群の72時 間迄の排泄量は尿中17.72%,尿 中15

%で あつた.ホ ルモソ投与による影響はM.A.D.投 与

群では総排泄量16,51%で 最 も少 く次いでEnarmon

投与群,Serotropin投 与群であつた.両Cortisone
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投与群は22.56%,と24.60%で 男女ホルモン混合比5

:1群24.44%と 共に可成多かつた,又 尿:尿 の排泄

比はホルモンの影響は余 り見られなかつた.体 内蓄積

量は対照群78.13%に 比 し,M.A.D.投 与群が83.49%

で最 も多 く,Enarmo11投 与群,Serotropin投 与群

は夫 々体内蓄積の傾向が認められた.一 方CortisOne

投与群は対照群の蓄積量を下廻つていた.

32P投 与後の時間的推移による排泄は大部分3ZP投

与 後24時 間以内に行われてお り,単 位時間排泄の最高

は12時 間内であつた.

第6節 各種ホルモンの前立腺分泌液量に及ぼす影

響

ホルモソ最終投与6時 間後上述実験に並行して48時

間後迄行つた.成 績は第11表 に示す如 くである.各 群

各時間宛の使用犬は3～5匹 である.個 犬差は可成 り

あるが6時 間後のACTH投 与群は平均18cc,M.A.

第11表 正常雄性犬のホルモン影響下ピロカルピソ刺激による前立腺分泌液量

32P注 射 後の時間

I

Contr. MAD
Enar.

mon

E.lomg
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ne
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ne
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48

3時間

6時間

12時間

24時 間

48時 間

2.8
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3.6

10.5
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6.0
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5.0

4.5

5.8
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2.0

1.8

3.0
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4.8
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3.0
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CC
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/0

5

72日寺闇后前立腺 分泌 液孕均量

無
処
置
群

メ エガ
ナ

ビ ル
オ ラ
　 ノ
ノ
ノOM9/0mg

10日 間7E醐

第

工 ・＼
ナ キ

ん ス

erp
ノ'ノ'

20:/

7日 間

D.投 与群は10.5ccで 多かつた.一 方男女ホルモソ

混合比51群 では対照群より少 く平均2.Occで あつ

た.48時 間後のACTH,M.A.D.,Serotropin投 与群

では対照群より可成り多量分泌 し有意の差があつた.

他群は各々平均化されていた.

第7節 去勢後各種男性及び女性ホルモンの燐摂取

11

工ヘ コ コ セ

殻 先 先ACTH?

舅 乙t"・ ・zσ 量
5:125M925!ngLOCtフa

7日 間7E≡ 閻30日 閻

図

量に及ぼす影響

実験動物を去勢後第1章,第2節,9で 述べた方法

で男女ホルモンを投与し32P摂 取量,及 び分泌液量を

調べた.第2章 第2節 の成績より総燐,酸 溶性燐の32P

摂取量のピークは6時 間値であることを知 り,6時 閾

値を測定した.使 用犬は各々2匹 である.

第12表 去勢後各種ホルモソ投与前立腺分泌液燐摂取量

除睾術後 ホ ル モ ン 総 リ ン 酸可溶性 リソ リボイドリン 残余 リン 分 泌 液 量

術直後

3日 後

10日 後

術直後

〃

〃

EnarmonDepQt100m9 402 280 67 58 3.3

Enarmon10mg 204 122 『 1
40!2・5

同 上 50 32 } 一i1
.o

BothermonDepot 324 212 40 一2
.8

男 女 ホ20:110日 間7日 180 1251一 4811.5
1

男 女 ホ5:110日 間7日 一 一1_ 一1分 泌液微量測定不能

1

成績は第12表 に示す如くである.

術直後EnarmonDepot100mg投 与では32P摂

取量は402で 対照群に近い値を示した.去 勢後10日 よ

りのEnarmOn10mg投 与 では著しい低値を示した.

BothermonDepotの 投与では対照群に比し稽低値を

示していた.

去勢後男女ホルモン混合比5;1群 は分泌液微量の

ため測定不能であつた.

分泌液量に関 してはEnarlnouDepot100mg投 与

群は平均3.3ccの 量が計量され対照群 に略等しかつ

た.他 のホルモソ投与群は少量であ り男女ホルモン混

合比5=1群 の分泌液は2～3滴 に過ぎなかつた.

第3章 総括並びに考按

上述 の如 く著者 は各種 ホルモ ン剤 を負荷 した

際の雄性熟犬 にTracerと してs2Pを 使 用 し,
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前立腺分泌液 中の燐 各分劃 に於け る32P摂 取 量

及び課尿中 め32P排 泄 量乃至 蓄積量 を測定 す る

事によ り,該 ホル モソの燐 代謝に及ぼす影 響を

検討し併せ て分泌液量 を測定 した.

文献 を顧 みる と1863年Eckhardg)は 犬 の膀

胱頸部を結紮 し電気 的に刺激 して前 立腺分泌液

を採取 し,Farrelli。)も 色 々技術 を改 良 し短期

の実験 に供 した.そ の後Huggins11)等 は 前立

腺分泌液 を長期間 に亘 つて研究す るために前立

腺を膀胱 よ り分離 し,膀 胱 に カニユー レを設置

して尿路 を変更 し前 立腺分 泌液 を経尿道 的に採

取す る方法 を とつた.

前 立腺分 泌液採取 につ いてHuggins等 は 塩

酸 ピPtカ ルビン6mgを 静 注 し60分 間 の採取 を

Standardstimulationと してい る.私 の実験

に於て塩酸 ピ ロカル ピン6mg静 注 で は実験動

物の疲 幣が著 し く,死 亡例或 いは短命 のものが

多いので投与量 を1mgと し60分 間 の分泌液 を

採取 した.従 つて分泌液量 はHugginsの 報 告

してい る正常分 泌液量 よ り少 い量で あつ た.

同 一犬 の頻 回刺激 に よる前 立腺分泌疲労試験

はHuggins,道 中12)が 報 告 し,そ れ によ ると

ピロカルピンに よる刺激 回数 が増 す毎 に分泌液

は減少 し分泌 機能の低下 が うかがわれ るとして

いる.

前 立腺液 の化学的組成 に関 してはHuggins,

Eicherberger,Whartoni3),Johnson14),

Scott15),Gutman&Gutmani6)等 の記1載が

あるが.犬 のピ ロカル ピン刺激 時におけ る前立

腺分 泌液 の電解質 は335mmEq/1でNa,K,

Ca等 を 多 く含み,陰 イオ ンとして はC1,CO2

P等 が,又 蛋 白質 は1gm%以 下 で あると し,

道 中姻は性 ホルモ ン剤負荷時 の蛋白質の変動 を

ポーラ ログ ラフ的に観察 して いる.Berg,Hu-

ggins,Hodges17〕,Masina3)は 酸 フt一ス フア

ターゼを測定 し104単 位,ア ル カ リフオス フア

ターゼは2。25単 位 で あつた としてい る.

32Pの 体 内分布 は投与 法に よつ て差異 が あ り,

Hevesyis),Cohn&』Greenbergi9).Low-

Beer20)等 の 報告が あるが,私 は静脈 注射 に よ

つ た.燐 は活発 な代謝を営む元素 であ りこの追

跡子試験で は48時 間以内の32Pの 動 きに重 点を
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お いて実験 した.

前 立腺分 泌液 におけ る32P摂 取 量 は総燐,酸

溶性燐 においては6時 聞値 でピー クに達 し急激

に減少 し24時 間以後安定 を保つ ている.リ ポ イ

ド燐は24時 間 まで漸増 してお り,残 余燐(核 酸

燐 と見倣 され てい る)は12時 間 迄測定不能であ

つたが12時 間以後は70count前 後 測定 出来

た.即 ち リポ イ ド燐,残 余燐 の比放射 能,交 替

率 が24時 間値に於て最高値を示す事は32P投 与

後,24時 間 前後で盛 んに代謝 利用 され てい るも

の と考 えられ る。

この事はHevesy2vに よれば32Pの 静脈注

射 を行つた場合,速 やか に血中か ら消失 し細胞

間液 に移行,更 に組織細胞の燐 と交換 し組織細

胞 で リポイ ド燐及び核酸燐に合成 され ると云 う

考 えにあてはま る.

一 力分泌液 が前立腺 の代謝産物 であると考え

れ ば既 に リポ イ ド燐 は3時 間で,核 酸燐は12時

間で32Pを 検 出す る ことが出来たか ら前立腺分

泌液 は少 くとも12時 間以内 に生成 され るもの と

推定 出来 る.

静脈内 に注射 され た32Pの 体 内 えの排泄 は尿

及 び尿 で測定 したがその比率 は10:2.34で そ の

大 部分 は尿 中に排泄 され てい るのを認 めた.

MA.D.投 与 群:古 くより男性 ホル モンに蛋

白同化作 用のあ ることが認 め られ てい るが,蛋

白同化 ホル モン と云 う独立 した概念はMethyl

androstenedio1合 成 以後の ことであ る22).尿

中窒素 の排泄 が減少す ることは生体 内で蛋 白合

成 を促進 し,ア ミノ酸 の分 解を抑制 す る結果 だ

と考 え られてい る.一 方M.A.D・ の 電解 質作

用についてはNaの 蓄積作 用があ り,K,P,

Caに つ いては平衡 の陽性化が見 られ ると云つ

てい る23・24・25}

著老の行つた実験ではEnarmon投 与群を

始め他群に比 して尿尿共32P排 泄量は低値を示

し蓄積量の大なることを認めている.燐 の各分

屑32P摂 取量及び比放射能はEnarmon投 与

群に比して3時 間値を除ぎ,い つれも劣 るが他

群よりは高値を示し特に核酸燐は48時 間値も漸

増 の傾向にあり,M.A・D・ は前立腺燐代謝の充

進を促す ことが認められる.副 性器の機能に関
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してはEnarmon投 与 群が充進 し,M・A・D.

投 与群 は蛋白同化 の傾向が認め られ,Gordon

等26)が 去 勢 ラツテにつ いての実験でM・A・D。

は挙肛筋 を肥大 させ,methyltestosterone

は 副 性器 を肥大せ しめた と云 うその両者の特異

作用 を裏付 けてい ると云 えよう

Testosterone投 与 群:Moore27),Steina-

ch28)は 超 歯類 の副性器 の発育は主 として男性

ホルモ ソによ り支配 されて いるとし,Andro-

gen投 与 による去勢 ラツテの副性器 の重量増加

はAndrogenの 生物 学的検定 の指標 として慣

用され ている.

Huggins,Barron29)はAndrogenが 前 立

腺上皮細胞の大 きさを増 し分泌液量 を増加 させ

ると述べ,Fleischmann30・31・32),安 藤 等 は去勢

マ ウスについて精 糞はAndrogenの 影 響下 で

燐代謝 の充進 を証明 してい る.小 林33)は ラ ツテ

に於 てAlldrogen投 与 に よ り副性器 の32P摂

取量 は重量変化に先行 し,3時 間又 は3時 間以

内が最高 であ り6時 問 以後低下す るが安定 を保

つていると述べてい る.

著 老 の実験では男性 ホルモン投与 で前立腺分

泌液 は増量 し対照群 を上廻つ ているが左程著明

でなかつた.し か し32P摂 取 量 は各分屑各時間

値共に他群 に比 し著明 な高値を示 し,リ ポ イ ド

燐,残 余燐 も6時 間値 で既に最高値 に近 い値 を

示 してい る,又 比放射能 も他群 に比 し有 意の差

をもつて高値 を示 した.こ の事は前立腺組 織内

に於け るAndrogen影 響 下 の燐代謝 の充進 が

考え られ る.

男 女ホル モン混合投与群:去 勢犬にAndro-

genを 投 与す ると静止 していた前立腺分 泌を誘

発 し35・36・37,・Estrogenは 正 常犬 のそれ を抑制

す るとHugginsが 報 告 して以来,幾 多 の業績

が追加 されたが,男 女 ホル モンを混合投与 した

時,Estrogenの 影 響が現われ て来 る最少量 は

O.3mgで あ り,1～5mg投 与 では分泌は抑制 さ

れ,前 立腺上皮は剥離,萎 縮変化 を起す 又

Testosterone10mgに 対 しEstrogenO .5

mg毎 日投与はPlateauに 達 す ると述べて い

る1:,Saundersas)はTestosteronepropi_

onateとEsteroneと を組 合せて注射す ると

精嚢 に対 す る作用 は常 に増 強 され る.前 立腺腹

葉 に対 してはTestosterollepropiollateは 明

瞭 な刺 激作用 を及 ぼすがEsteroneは 無 効 であ

りTestosteronePropionateとEsterone

を組 合 せて もTestosterollepropionateの み

投与 した時 と余 り変 らない と記載 している.そ

の他男女 ホル モンの混合比 についてはCastillo

&Pinto40),Gesichikter4i).'tNewman42,,

Katzmann43).安 藤 等23)の 報 告 が ある.

著 者はEllarmon10mgに 対 しHexron

の夫 々0.5mg及 び2mg投 与 群を比較検討し

て見 た.分 泌液量 は男女 ホルモ ン20:1投 与群

ではEnarmon単 独 投与 群に比 し低値 を示 し,

対 照群 と余 り著 差が ない.し か し5:1投 与 群

では20:1投 与 群 の1/2量 に も達 して いなかつ

た.之 はHexronの 絶 対量 が多 く,前 立腺分

泌能 の抑制 されて いるもの と考え られ る.

32P摂 取 量 に於 いて も20:1投 与 群は各分屑

共 に5:1投 与 群 よ り高 値 を示 し,特 に リポ

イ ド燐 で有 意の差が あつ た.し か し各 分 屑 共

Hexron投 与 で32P摂 取 量 に著 明な抑制効果は

認 め られ ない.20:1投 与 群 の32P摂 取 態度 の

推移 はEnarman投 与 群 のそれ に相似 し て い

る.両 者 の比 較で リポ イ ド燐 の比放射能は有意

の差が あ り,之 はEnarmon投 与 群 との比較

に も通 じAndrogenは リポ イ ド燐の代謝に促

進的 であ る様 に考 えられ る.

Cortisone投 与 群:副 腎 につ いて女性 ホル モ

ンが欠乏すれ ば副 腎は縮小 し男性 ホルモンが欠

如すれば副腎 はむ しろ増大す る事 は男性 ホルモ

ンは副腎 に阻止的 に働 いてい るもの と考 え られ

る44・45・46・47・48》.Hugginsに よればDesoxy-

co「t圭coste「oneacetateの 投 与 は前立腺分泌

機能 には変化 な く男性 ホル モンとの拮抗性,下

垂 体抑 制効果 を認 めてい ない.

著 者 の実験成績 では分 泌液量 は対照群 に比し

著 しい差は なかつ た.32P摂 取 量は各分眉共対

照群 に比 し高値 を示 してい る.酸 溶性燐に於 て

30日 投与 群は12時 間値 が一旦 減少 していた リポ

イ ド燐 の32P摂 取 量 が稽 高値 を示 してい る.

ACrH投 与 群:Gemze11&Samue149)は

ACTH投 与 は ラツテで32P摂 取 率 の減少を来
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し,Geschwind50,,小 川51),荒 木52)等は下垂

体捌出動物は諸臓器に於ては32P摂 取量,比 放

射能共増加し,ACTH投 与は交替率で上昇を

来すと述べている.

著者の実験成績では6時 間値の総燐,酸 溶性

燐の32P摂 取量は高値を示したが12時 間以後激

減して安定を示し,リ ポイド燐は可成早い時期

より安定を保つている.又 前立腺分泌液量は直

接にAndrogen投 与したものに比し多量測定

したが此現象は生理学的,生 物学的に充分究明

出来ず,下 記のSerotropin投 与群 も同様多量

分泌し,上 位中枢ホルモソは犬の前立腺分泌液

量を増加させると云えよう,

性腺刺激ホルモン投与群:Golladotrophin

は副腎皮質に作用しChemocorticoidsを 分泌

させる53)血 清性性腺刺激 ホルモソは1930年

Cole及 びHartに より妊娠馬の血液中に発見

されたものであり,一 次的には脳下垂体の卵胞

成熟ホルモソに似た作用をもつてお り,正 常動

物に対して脳下垂体に働き二次的に脳下垂体性

腺刺激ホルモソの作用を現わすものと考えられ

ている.即 ち幼若雄性動物に対 しては睾丸の発

育,特 にその精細管上皮細胞を刺激 して精子の

形成を促し精嚢や前立腺に対 しても肥 大 を 起

す

著者の実験では分泌液量は6cc前 後あ り可成

り多量分泌し前立腺分泌能を高めている.32P

摂取量は各分層共終始有意の高値を示し総燐の

ピークは12時 間値で稽遅れてお り48時間値も尚

相当高値を示し,残 余燐,リ ポイド燐共漸増の

すう勢をもつている.又 比放射能も各分屑共高

値で同ホルモソにより睾丸刺激及前立腺機能の

充進と燐代謝が活溌化されていることが推測出

来る.

去勢後各種男性及び女性ホルモン投与群:去

勢後ホルモン投与による副性器に於ける影響に

ついてはFleischmann・Fleischmann,Ka-

nn31).安 藤56)、小林33)等がAndrogen影 響下

の副性器は燐代謝の充進を来すことを実験的に

証明し,小 林は3zpを 用いてAndrogenic

activity測 定の可能性を指摘している.

著者の実験成績では 去 勢 術 後,Enarmon

925

depotの 投 与 に よる各分屑 の32P摂 取 量並 び

に分 泌液量は対照群に比 し,有 意の差を認 めず

前立腺の機能を保持 してい るもの と思われ る.

去 勢後3日 目Enarmon投 与 を開始 した実験

では既に著 しい低下を示 し,10日 後 では分泌液

1cc前 後,32P摂 取 量 も50カ ウ ン ト前後 で更に

i著し く低下 して いた.以 後経過観察 は出来 なか

つたが前立腺分泌液について も32Pを 用 いて

Androgenicactivityの 一端 が うかがえた.

混 合ホルモソ投与 によ る副性器の機能の実験

的研究 には両 ホル モンの 混合 比,Estrogen

の投 与量,臓 器の感受性等 が問題 とな りMar-

goleses4),Newman42),Katzmann43),等55・56・

57)の報 告が ある .DelCastillo&Pinto・)は

発情ホル モンにTestosteronepropionateを

添 加 して投与す ると前立腺 の増大 を来す ことを

認めて いる.こ の発情ホルモン と男性 ホル モン

の同時投与が去勢 した雄性動物 の萎縮 した前立

腺や精 嚢腺の恢復 に対 し協 力作用 を示す ことは

一般に認あ られてい るが この両種 ホルモソの協

力作 用に最適 のが どれ位であ るか未 だ定説が な

い.Huggins11》 に よれぽ分泌液量 に つ い て

Testosteronepropionate10mg,Estrogen

O。4mgでPlateauを 起 し,そ の混合比 は25:

1で あつた と記載 してい る.

前 立腺分泌 液の32P摂 取 量 につ いて検討 した

著者の実験は20:1投 与 群では対照群 に比 し中

等度の低下を来 し,5:1投 与 群 では分泌液の

計量が 出来ず,32P摂 取量 は測定不 能 で あ つ

た.女 性 ホル モソの前立腺分泌液 に及ぼす影響

は分泌液の減量が先行 し32P摂 取 量抑制効果 も

可成 り見 られた.

結 語

Hugginsdogを 用い各種ホルモン影響下の

前立腺分泌液の燐代謝を検索し併せ分泌液量に

ついても検討 した.

1.正 常群前立腺分泌液中の32P摂 取量に於

いて総燐,酸 溶性燐は6時 間値にてピークを示

して以後漸減 し,24時 間で平衡状態に達し,反

面 リポ イド燐,核 酸燐は12時 間以後漸次増加す

る傾向を示 した.比 放射能,交 替率は24時 間で
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最高値を示 し,こ の両 者は12時 間以後 に於 て代

謝合成が充進 して来 るものと考 えられ る.

2.M.A.D.投 与 で各分層共32P摂 取 量が

充進 し,核 酸燐 のそれは48時 問値 も増加 の傾 向

がみ られた.

3.男 性 ホルモン投与 で前立腺分 泌液は増量

す る.同 時に各分屑 の32P摂 取 量は充 進 し,特

に リポイ ド燐 の比放射能 は高値 を示 した.

4.女 性 ホルモソ投与 による副性器抑 制効果

に於 ては分泌液量 に対す る抑制 が先 行 し,32P

摂 取 量では著明な抑制効果は認め ら れ な か つ

た.

5.副 腎 皮質ホルモソ剤投与は前立腺分泌液

量 に対 しては著 変を及ぼ ないが32P摂 取 量は充

進 してい る.

6.性 腺 刺激ホルモソの32P摂 取 量,比 放射

能に及ぼす効果は男性 ホルモソ投与群 よ りは劣

るけれ ども一般に燐代謝 の充 進を認め,ACTH

投 与群 と共に前立腺分泌液量 を増加 させ る。

7.32P尿 尿 排泄 の比率 は静脈注射の場合大

凡1:4で そ の大部分 は尿中に排泄 され る.し

か しM.A.D.及 び 男性 ホル モン投与群では体

内蓄積増加の傾 向が見 られ,Cortisone,AC-

TH投 与 群に於け る排泄量の大 なることを認め

た.

(本稿の要旨は第12回 西日本皮麿科泌尿器科連合地

方会において発表した.

稿 を終るに臨み終始御懇篤なる御指導御校閲を賜つ

た恩師加藤篤二教授に深甚なる謝意を捧げると同時に

道中信也講師の御懇切なる御助言に深謝致します)
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